
会
　
　
告

　
平
成
十
王
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
遇
り
、
十
一
月
二
日
（
金
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
柏
倉
康
夫
、
野
澤
秀
樹
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡

に
終
わ
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
こ
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の

　
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
倉
康
夫

場
所
か
ら
空
間
へ
、
そ
し
て
再
び

　
場
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
澤
秀
樹

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
十
三
年
度
の
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
十
三
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

フ
ラ
ン
ス
こ
・
、
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の

　
　
十
四
年

柏
倉
康
夫

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
、
一
九
五
八
年
九
月
に

始
ま
っ
た
第
五
共
和
制
に
あ
っ
て
、
ド
ゴ
ー
ル
、

ポ
ン
ピ
ド
ウ
ー
、
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
と
保

守
派
か
ら
選
ば
れ
た
三
人
に
次
い
で
、
初
め
て
社

会
党
か
ら
選
嵐
さ
れ
た
大
統
領
で
あ
っ
た
。
彼
が

大
統
領
の
座
に
あ
っ
た
十
四
年
間
に
、
東
西
冷
戦

が
終
わ
り
を
告
げ
、
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
が
崩
壊

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変
っ

た
。
そ
の
中
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
自
立
と
安
定
に
尽
力
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
に
情
熱
を
傾
け
た
。
し
か
し
～
方
で
は
、
こ
の

十
四
年
闘
で
フ
ラ
ン
ス
の
失
業
者
は
倍
増
し
、
自

ら
育
て
た
社
会
党
は
、
汚
職
疑
惑
か
ら
有
権
者
の

支
持
を
失
い
、
政
権
の
最
後
は
八
一
年
に
登
場
し

た
当
時
の
活
力
を
失
っ
て
い
た
。

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
に
代
わ
っ
て
、
保
守
派
の
シ
ラ

ク
氏
が
次
期
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
翌
日
、
一
九

九
五
年
五
月
八
日
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
っ

て
丁
度
五
十
年
目
の
日
に
あ
た
り
、
パ
リ
と
ベ
ル

リ
ン
で
、
こ
れ
を
記
念
す
る
式
典
が
催
さ
れ
た
。

パ
リ
で
は
凱
旋
門
に
特
別
の
ト
ー
3
ビ
ュ
ー
ン
が
つ

く
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ル
・
ゴ
ア
副
大
統
領
、

メ
ジ
ャ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
首
相
、
コ
ー
ル
・
ド
イ
ツ

首
相
な
ど
五
十
か
国
以
上
の
国
の
代
表
が
嵐
席
し

て
、
式
は
華
や
か
に
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
同

じ
日
の
夕
方
に
は
、
場
所
を
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン

に
移
し
、
ド
イ
ツ
が
ナ
チ
ス
の
範
か
ら
解
放
さ
れ

た
日
を
祝
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
式
典
は
、
加
害
者

ド
イ
ツ
と
い
う
立
場
を
反
映
し
て
、
華
や
か
な
儀

式
は
～
切
な
く
、
当
時
の
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
大
統
領

の
ス
ピ
ー
チ
に
は
じ
ま
っ
て
、
各
国
首
脳
が
そ
れ

ぞ
れ
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
ひ
と
き
わ
注
目
さ
れ
た
の
が
最
後

に
登
場
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
八
分
間
に
及

ぶ
演
説
で
あ
っ
た
。

　
「
皆
さ
ん
の
な
か
で
私
は
、
第
二
次
大
戦
を
兵

士
と
し
て
戦
っ
た
数
少
な
い
一
入
で
す
。
当
時
二

五
歳
の
若
者
が
何
を
考
え
た
か
を
知
る
こ
と
は
、

皆
さ
ん
に
も
興
味
の
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

と
き
私
は
捕
虜
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
自
ら
の
体

験
か
ら
語
り
出
し
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
の
声
は
、
確

信
に
み
ち
て
説
得
力
が
あ
っ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏

は
さ
ら
に
、
「
ド
イ
ツ
兵
は
勇
敢
だ
っ
た
。
誤
っ
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た
儒
条
の
た
め
だ
と
し
て
も
、
彼
ら
の
行
為
は
そ

の
信
条
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
彼
ら
が
祖
国
を
愛
し

て
い
た
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ベ
ル
リ
ン
に
来
た
の
は
私
の
最
後
の
務
め
の
一
つ

で
す
。
私
は
こ
こ
で
あ
な
た
方
と
一
緒
に
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
祝
う
べ
き
は
、
抑
圧
か

ら
自
由
を
獲
得
し
た
勝
利
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
た
め
に
得
た
勝
利
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
政
治
は
私
の
あ
と
も
、
継
続
さ
れ
て
い

く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
私
以
前
に
始
ま
っ
た
の
と

同
様
で
す
。
た
だ
方
法
は
変
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
歴
史
の
必
然
で
す
。
私
達
が
作
り
上
げ
た

も
の
は
、
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
は
、
大
統
領
と
し
て
の
最
後
の

ス
ピ
ー
チ
を
こ
う
締
め
括
っ
た
。
こ
の
最
後
の
ス

ピ
ー
チ
の
中
の
「
ド
イ
ツ
兵
は
勇
敢
だ
っ
た
」
と

い
う
言
葉
を
と
ら
え
て
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
加
担

し
た
行
為
は
祖
国
愛
に
よ
っ
て
は
免
罪
さ
れ
な

い
」
と
い
う
批
判
も
起
っ
た
が
、
自
ら
の
体
験
か

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

平
和
を
も
た
ら
す
と
信
じ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領

の
政
治
的
な
遺
言
は
、
多
く
の
人
に
感
銘
を
与
え

た
。　
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
の
フ
ラ
ン

ス
は
、
間
違
い
な
く
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
時
代
」
で

あ
っ
た
。
任
期
七
年
と
い
う
世
界
で
も
他
に
例
を

み
な
い
強
大
な
権
力
に
支
え
ら
れ
て
、
ミ
ッ
テ
ラ

ン
大
統
領
は
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

内
政
面
で
は
、
二
世
紀
に
わ
た
る
中
央
集
権
を
打

破
し
て
、
地
方
分
権
化
を
促
進
し
た
こ
と
が
特
筆

さ
れ
る
が
、
経
済
面
で
は
、
成
長
を
な
し
遂
げ
ら

れ
ず
失
業
が
増
え
、
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
ミ
ッ
テ

ラ
ン
政
権
の
最
大
の
貢
献
は
外
交
面
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
単
一
市
場
を
実
現
さ
せ
、
通
貨
統
合
を
軌

道
に
載
せ
る
推
進
役
を
つ
と
め
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
ド
イ
ツ
の
再
統
一
問
題
で
は
、
情
勢
の
読

み
違
い
が
少
な
く
な
く
、
結
局
主
導
権
を
握
る
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
の
引
き
金
に
な
っ
た
、

ド
イ
ツ
の
い
ち
早
い
ク
ロ
ア
チ
ア
承
認
を
阻
止
で

き
ず
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
主
導
権

を
危
う
く
し
た
。

　
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
彼
の
死
後

五
年
が
経
っ
て
、
多
く
の
内
部
資
料
の
公
表
が
始

ま
っ
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
、
東
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
民
主
化
、
ド
イ
ツ
再
統
一
、
そ
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
誕
生
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
激

動
し
た
時
代
の
舵
取
り
役
と
し
て
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン

氏
の
真
の
評
価
は
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

（
か
し
わ
く
ら
・
や
す
お
　
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
教
授
「
二
十
世
紀
学
」
）

場
所
か
ら
空
間
へ
、

　
　
場
所
へ

そ
し
て
再
び

野
　
澤
秀
樹

　
フ
ラ
ン
ス
古
典
地
理
学
は
、
「
場
所
の
科
学
」

と
し
て
、
「
地
域
の
個
性
」
を
記
述
し
て
き
た
。

ヴ
イ
ダ
ル
地
理
学
の
深
い
理
解
者
で
あ
っ
た
F
．

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、
M
．
ソ
ー
ル
の
著
書
の
書
評
の

中
で
、
地
理
学
は
、
「
社
会
の
空
間
的
研
究
」
あ

る
い
は
「
空
間
に
よ
る
社
会
の
研
究
」
で
あ
る
と
、

そ
の
将
来
を
暗
示
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。

　
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
空
間
概
念
は
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
。
か
れ
の
代
表
作
『
地
霊
海
』
で
は
、

「
空
間
」
は
環
境
、
克
服
す
べ
き
障
害
、
距
離
な

ど
で
あ
り
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
「
空
間
」
概
念
が
も
っ
と
も

よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
『
物
質
文
明
撫
の
最
終
巻

「
世
界
時
間
」
に
お
い
て
、
有
名
な
「
世
界
日
経

済
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
構
成
は
、
チ

ュ
ー
ネ
ン
の
「
孤
立
国
」
の
「
同
3
5
円
モ
デ
ル
」

で
説
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
著
噌
フ
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ラ
ン
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
の
第
－
巻
「
空

間
と
歴
史
」
で
は
、
古
典
地
理
学
の
「
ペ
イ
」
や

第
二
次
大
戦
後
の
「
都
市
－
農
村
関
係
」
や
「
都

市
網
」
の
概
念
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
地

理
を
説
明
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
の
空
間
は
古

典
地
理
学
や
、
い
わ
ゆ
る
理
論
豊
艶
地
理
学
の
空

間
概
念
で
あ
っ
た
。

　
理
論
計
壁
地
理
学
は
、
「
地
域
の
個
性
」
を
研

究
す
る
「
地
誌
学
」
を
批
判
し
、
地
理
的
現
象
の

空
間
的
配
列
を
数
学
言
語
で
形
式
化
す
る
「
空
間

科
学
」
を
主
張
し
た
。
そ
の
空
間
の
概
念
は
、

「
均
質
空
間
」
、
「
絶
対
空
間
」
で
、
内
容
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
独
立
し
た
存
在
と
考
え
ら
れ
た
。
ま

た
社
会
は
、
諸
個
人
の
合
理
的
選
択
の
結
果
と
し

の
集
合
的
社
会
で
あ
っ
た
。
理
論
計
最
地
理
学
は

こ
う
し
た
諸
概
念
を
含
み
、
論
理
実
証
主
義
の
科

学
哲
学
に
根
拠
を
お
く
厳
密
な
科
学
主
義
に
た
っ

て
い
た
。
こ
の
実
証
主
義
地
理
学
に
対
す
る
批
判
、

と
く
に
社
会
の
実
質
を
欠
い
た
空
間
的
形
式
化
を

批
判
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
地
理
学
者
た
ち
は
、
「
社

会
・
空
間
」
を
主
題
的
に
問
題
に
す
る
。

　
空
間
は
、
実
証
主
義
地
理
学
が
取
扱
う
よ
う
な
、

社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
独
立
の
存
在
で
は
な
い
。

し
か
し
「
社
会
・
空
間
」
を
ど
の
よ
う
な
関
係
と

捉
え
る
か
に
地
理
学
者
は
腐
心
し
て
き
た
。
「
社

会
・
空
間
」
を
「
弁
証
法
的
関
係
」
と
見
る
立
場

は
、
空
間
を
「
社
会
的
に
生
魔
さ
れ
た
も
の
」
と

考
え
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
空
間
概
念
を
一
転

さ
せ
る
画
期
的
な
概
念
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
概
念
は
、
人
文
社
会
科
学
に
お
け
る
「
空

間
」
の
重
要
性
を
は
や
く
か
ら
問
題
に
し
て
き
た

H
．
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
負
っ
て
い
る
。
か
れ
は
社

会
的
に
生
産
さ
れ
た
社
会
空
間
の
理
論
構
築
を
試

み
た
。
そ
の
「
社
会
空
間
」
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ

ィ
ー
ク
は
、
「
生
き
ら
れ
る
空
間
」
で
あ
る
。
そ

し
て
社
会
空
間
認
識
の
三
つ
の
契
機
（
次
元
）
が

提
起
さ
れ
た
。
（
1
）
「
空
間
の
実
践
」
、
（
2
）

「
空
聞
の
表
象
」
、
（
3
）
「
表
象
の
空
間
」
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
枠
組
み
に
お
い
て
、
ル
フ

ェ
ー
ヴ
ル
は
、
「
身
体
と
空
間
」
、
「
絶
対
空
間
と

抽
象
空
間
」
、
「
社
会
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
」
な
ど
の

諸
問
題
な
ど
を
検
討
し
、
示
唆
的
な
文
章
を
多
く

書
き
残
し
て
い
る
。

　
地
理
学
者
の
D
，
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
ル
フ
ェ
ー

ヴ
ル
の
刺
激
の
下
で
「
空
間
の
生
産
」
に
関
す
る

独
自
な
理
論
構
築
を
行
っ
て
き
た
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ

が
社
会
的
生
産
に
お
い
て
空
間
の
重
要
性
を
認
識

す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
時
間
に

よ
る
空
間
の
絶
滅
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
導
き
の
糸
と
し
て
か
れ
は
、
資
本
蓄
積
の
地

理
学
を
「
建
造
環
境
」
、
「
空
間
的
回
避
」
、
「
空
間

編
成
」
と
い
っ
た
空
間
概
念
で
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
以
上
の
研
究
は
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
の
都
市
研
究
段
階
の
研
究
（
「
空
間
の
実
践
」

あ
る
い
は
「
空
間
の
表
象
」
の
研
究
）
を
精
緻
に

発
展
さ
せ
た
と
言
え
る
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
空

間
の
生
産
』
段
階
の
研
究
、
す
な
わ
ち
、
「
空
間

の
表
象
」
と
「
表
象
の
空
間
扁
を
問
題
す
る
研
究

に
相
当
す
る
の
は
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
『
意
識
と
都

市
の
経
験
』
（
～
九
八
五
）
や
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ

テ
ィ
ー
の
条
件
嚇
（
　
九
八
九
）
で
あ
る
。
と
く

に
後
者
に
お
い
て
、
消
費
、
文
化
に
よ
る
資
本
蓄

積
の
高
度
化
を
論
じ
、
そ
の
高
度
化
を
「
空
間
－

時
間
の
圧
縮
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
現
在
か
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
世
界
に
お

い
て
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
「
場
所
」
の
問
題
、

「
地
理
的
差
異
」
の
問
題
に
携
わ
っ
て
い
る
。
こ

こ
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
今
回
脇
に
置
い
て
き

た
「
主
体
・
空
間
」
の
立
場
と
接
近
し
て
い
る
の

を
知
る
の
で
あ
る
。
今
日
、
空
間
、
場
所
、
主
体

に
関
す
る
議
論
は
、
「
空
間
の
表
象
」
と
「
表
象

の
空
間
」
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
地
理
学
に
限
ら
れ

ず
、
広
く
人
文
社
会
科
学
の
話
題
と
な
っ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。
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